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 トピックス

　昭和31年11月に開館した旧下関水族館から、現在の市立しも
のせき水族館「海響館」の累計入館者は、１月26日（土）で3,000万
人を達成しました。3,000万人目は、市内に住む５歳の男の子。
記念セレモニーではくす玉を割った後、前田市長からペンギン
のぬいぐるみなど、記念品を受け取りました。

　２月11日（月）、旬のふくを満喫できる「ふくの日まつり」が南
風泊市場で開催され、大勢の人たちでにぎわいました。
　20店舗以上の出店が並び、ふく刺しやふくの唐揚げなどが販
売され、訪れた人たちは次々に買い求めていました。

　２月１日（金）、古式捕鯨のまち・長門市と近代捕鯨のまち・
下関市で伝統的食文化を継承させるため、両市の学校給食でく
じら給食を提供する「学校給食・くじら交流の日」がありました。
　普段、食べる機会の少ない鯨肉の竜田揚げを児童たちはおい
しそうに頬張っていました。

　２月３日（日）に長府庭園で「城下町長府ひなまつり」オープニ
ングイベントがあり、多くの人でにぎわいました。
　城下町長府ひなまつりは３月17日（日）まで、長府庭園や長府
毛利邸など城下町長府地区各所で行なわれています。

　１月24日（木）、昭和30年に定められた「文化財防火デー」の一
環として、赤間神宮（阿弥陀寺町）で文化財防火デー消防演習が
ありました。

学校給食・くじら交流の日

下関ふくの日まつり

城下町長府ひなまつり

文化財防火デー消防演習（赤間神宮）

祝 市立水族館累計入館者3,000万人

掲載しきれないイベントの写真などは
下関市公式Facebookページで配信中！
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